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社会貢献活動委員会［活動報告］

福
祉
施
設
等
へ
備
品
寄
贈

令
和
７
年
度  
租
税
教
室
開
催

（敬称略）

明治南小学校

東 小 学 校

昭 和 小 学 校

城山西小学校

上河内西小学校

中 央 小 学 校

陽 南 小 学 校

〃

西 原 小 学 校

瑞穂野北小学校

平石中央小学校

海 道 小 学 校

姿川中央小学校

簗 瀬 小 学 校

清原北小学校

新 田 小 学 校

〃

〃

清原南小学校

篠 井 小 学 校

豊郷北小学校

佐藤　　靖

佐藤　　靖

佐藤　　靖

佐藤　　靖

手塚　克幸

﨑尾　　肇

田中　孝幸

福田　一也

佐藤　健成

辻　　善文

関　　喜一

名村　史絵

金柿　説生

小林　正明

水沼　孝夫

佐藤　義晴

小柳雄一郎

関口日出夫

宇都宮　綾

桜井　啓二

佐藤　　靖

５月21日

５月26日

〃

６月９日

６月12日

６月16日

６月17日

〃

６月24日

〃

６月25日

６月27日

〃

６月30日

７月１日

７月３日

〃

〃

７月８日

７月10日

７月14日

開催日 実施小学校 支部名 講　師

上三川

清住塙田

細谷戸祭

城山

上河内

馬場宮園

陽南幕田

〃

西原花房

石井横田

御幸平出

マロニエ

さくら

中央

清原

雀宮

〃

〃

清原

北

北

租
税

教
室

宇
都
宮
税
務
署
管
内
（
宇
都
宮
市
・
上
三
川
町
）
の
28
小
学

校
１
１
５
１
名
の
児
童
に
対
し
、
租
税
教
室
を
実
施
し
、
支

部
役
員
・
青
年
部
会
員
に
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
計
34
コ
マ
）

令
和
７
年

岡 本 小 学 校

平石北小学校

今 泉 小 学 校

〃

清原中央小学校

西 小 学 校

城山東小学校

錦 小 学 校

城 東 小 学 校

〃

緑が丘小学校

〃

国本中央小学校

廣瀬　貴光

関本　順一

川人　健司

阿久津雄一

水沼　孝夫

明賀　一博

恩田　澄江

田仲　重啓

鈴木　修司

阿久津雄一

田中　孝幸

福田　一也

佐藤　　靖

７月16日

〃

９月３日

〃

９月４日

９月25日

11月17日

12月２日

12月４日

〃

12月８日

〃

12月18日

開催日 実施小学校 支部名 講　師

河内

御幸平出

駅東

〃

清原

西原花房

城山

マロニエ

駅東

〃

陽南幕田

〃

北

令
和
７
年

・コンピューターミシン…1台
・フットコントローラー…1台

（福）すぎの芽会
サポートセンターとみや
宇都宮市徳次郎町 540

（福）共生の丘
就労支援事業所 konomi
宇都宮市飯田町 261

社
会
貢
献
活
動
委
員
会
は
、
昨
年
10

月
22
日
に
宇
都
宮
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
開
催
し
た
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大

会
」
の
浄
財
を
宇
都
宮
市
内
の
福
祉
施

設
及
び
子
ど
も
の
居
場
所
計
５
か
所
に

対
し
、
備
品
を
寄
贈
し
た
。

な
お
、
寄
贈
先
に
つ
い
て
は
、
宇
都

宮
市
役
所
障
が
い
福
祉
課
と
子
ど
も
政

策
課
を
通
し
、
寄
付
希
望
施
設
を
募
り
、

応
募
の
あ
っ
た
施
設
の
中
か
ら
、
委
員

会
で
贈
呈
先
を
選
定
し
て
い
る
。

・作業用テーブル…２台
・ＣＤラジカセ……１台

・オーブンレンジ…1台

下栗寺子屋
宇都宮市下栗町 2953-7

みんなの居場所とも
宇都宮市鶴田町 590-5

NPO法人パンダのしっぽ
けんけんぱ
宇都宮市西の宮 1-16-12

■寄贈日　令和８年２月５日㈭

■寄贈日　令和８年２月４日㈬

・長靴…10足 ・ポリラッパー…1台

宇
都
宮
市
立
西
原
小
学
校

　六
年
一
組

　田
中

　雅

税
金
は
み
ん
な
で
国
を
守
る
も
の

　
　
　
大
人
の
背
中
ぼ
く
も
追
い
ま
す
。

〈
小
学
生
の
部  

優
秀
賞
〉

宇
都
宮
市
立
泉
が
丘
小
学
校

　六
年
二
組

　大
澤

　良
斗

ね
え
先
生
修
学
旅
行
の
お
こ
づ
か
い

　
　 

税
抜
き
八
千
円
で
い
い
で
す
か
？

〈
小
学
生
の
部  

佳
作
〉

宇
都
宮
市
立
陽
南
中
学
校

　三
年
二
組

　町
田

　桃
寧

笑
顔
咲
く
国
と
い
う
樹
の
幹
と
な
れ

　
　
　
　
　
皆
で
納
め
る
未
来
へ
の
種

〈
中
学
生
の
部  

優
秀
賞
〉

上
三
川
町
立
明
治
中
学
校

　二
年
二
組

　渡
邉 

玲
央
奈

今
の
世
に
出
来
る
す
べ
て
を
尽
く
し
ゆ
く

　
　
　
　
未
来
に
負
債
を
残
さ
ぬ
よ
う
に

〈
中
学
生
の
部  

佳
作
〉

宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校

　二
年
一
組

　岡
野

　ね
お

支
え
手
の
減
り
ゆ
く
社
会
を
乗
り
越
え
る

　
　
　
　
　
　
税
で
描
く
は
希
望
の
未
来

〈
高
校
生
の
部  

優
秀
賞
〉

栃
木
県
立
宇
都
宮
東
高
等
学
校

　一
年
二
組

　安
田

　夏
葉

持
つ
人
は
持
た
ざ
る
人
へ
再
分
配

　
　
　
　
　 

社
会
の
優
し
さ
累
進
課
税

〈
高
校
生
の
部  

佳
作
〉

宇
都
宮
市

　松
本

　朝
子

納
税
の
正
し
き
知
識
に
守
ら
れ
て

　
　
　
　
　 

百
歳
目
指
す
春
日
の
我
は

〈
社
会
人
の
部  

優
秀
賞
〉

宇
都
宮
市

　菊
地

　正
幸

納
税
の
義
務
を
は
た
し
て
酒
を
一
献

　
　
　
　
　
　
　 

国
に
貢
献
酒
税
納
税

〈
社
会
人
の
部  

佳
作
〉

税
の
百
人
一
首 

優
秀
作
品

■ 

主
催
／ 

税
の
百
人
一
首
実
行
委
員
会

入
選
作
品
は
宇
都
宮
法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
宇
都
宮
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

宇
都
宮
市
立
宝
木
小
学
校 

門
馬 

凛
花 

さ
ん

■
宇
都
宮
税
務
署
長
賞

宇
都
宮
市
立
姿
川
第
二
小
学
校 

湯
澤 

希
妃 

さ
ん

■
栃
木
県
宇
都
宮
県
税
事
務
所
長
賞

宇
都
宮
市
立
五
代
小
学
校 

田
部
田 

侑
茉 

さ
ん

■
宇
都
宮
市
教
育
長
賞

宇
都
宮
市
立
国
本
西
小
学
校 

押
田

　花 

さ
ん

■
金

　賞

宇
都
宮
市
立
峰
小
学
校 

前
川 

悠
乃
佳 

さ
ん

■
銀

　賞

宇
都
宮
市
立
五
代
小
学
校

　今
村 

玲
王 

さ
ん

宇
都
宮
市
立
西
原
小
学
校

　西
田 

望
結 

さ
ん

宇
都
宮
市
立
御
幸
が
原
小
学
校

　神
山

　雫 

さ
ん

宇
都
宮
市
立
石
井
小
学
校

　西
村 

よ
し
の 

さ
ん

■
銅

　賞

宇
都
宮
市
立
横
川
東
小
学
校

　東

　杏
奈 

さ
ん

宇
都
宮
市
立
明
保
小
学
校

　松
田 

珠
鈴 

さ
ん

宇
都
宮
市
立
ゆ
い
の
杜
小
学
校

　渡
部 

凜
奈 

さ
ん

宇
都
宮
市
立
五
代
小
学
校

　早
川 

玄
太
郎 

さ
ん

宇
都
宮
市
立
五
代
小
学
校

　阿
久
津 

愛
琉 

さ
ん

令
和
８
年
１
月
26
日
㈪
、
栃
木

県
庁
河
内
庁
舎
大
会
議
室
に
於
い

て
、
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
は
、
租
税
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
全
国
法
人
会
総
連
合

女
性
部
会
連
絡
協
議
会
が
、
国
税

庁
の
後
援
を
受
け
全
国
規
模
で
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
宇
都
宮
法

人
会
女
性
部
会
は
、
さ
ら
に
宇
都

宮
市
教
育
委
員
会
の
後
援
を
受

け
、
小
学
六
年
生
を
対
象
に
本
年

度
も
応
募
数
24
校
１
８
７
点
か
ら

14
点
を
選
び
ま
し
た
。

表
彰
式
に
は
、
宇
都
宮
税
務
署

能
勢
署
長
、
宇
都
宮
県
税
事
務
所

天
海
所
長
、
宇
都
宮
市
教
育
委
員

会
小
堀
教
育
長
、
宇
都
宮
法
人
会

黒
本
会
長
ご
臨
席
の
も
と
５
名
の

受
賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
、
ほ
か

入
賞
者
全
員

に
賞
状
と
絵

は
が
き
を
切

手
に
し
て
贈

呈
し
ま
し

た
。入

賞
作
品

は
確
定
申
告

会
場
や
宇
都

宮
市
役
所
、

栃
木
銀
行
、

足
利
銀
行
な

ど
で
展
示
さ

れ
ま
す
。

主催：（公財）全国法人会総連合女性部会連絡協議会・（公社）宇都宮法人会女性部会／後援：国税庁・宇都宮市教育委員会

税に関する絵はがきコンクール税に関する絵はがきコンクール 表彰式

（
女
性
部
会
長
　
小
杉
恵
子
）
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社会貢献活動委員会［活動報告］
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７
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〃
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海 道 小 学 校

姿川中央小学校

簗 瀬 小 学 校

清原北小学校

新 田 小 学 校

〃

〃

清原南小学校

篠 井 小 学 校
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佐藤　　靖

佐藤　　靖

手塚　克幸

﨑尾　　肇

田中　孝幸
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〃
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〃
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〃
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〃

６月30日
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７月３日

〃

〃

７月８日
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馬場宮園
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〃

西原花房

石井横田

御幸平出
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さくら

中央

清原
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〃

〃

清原

北

北

租
税

教
室

宇
都
宮
税
務
署
管
内
（
宇
都
宮
市
・
上
三
川
町
）
の
28
小
学

校
１
１
５
１
名
の
児
童
に
対
し
、
租
税
教
室
を
実
施
し
、
支

部
役
員
・
青
年
部
会
員
に
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
計
34
コ
マ
）

令
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７
年
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令
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献
活
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昨
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22
日
に
宇
都
宮
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ク
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ブ

で
開
催
し
た
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大

会
」
の
浄
財
を
宇
都
宮
市
内
の
福
祉
施

設
及
び
子
ど
も
の
居
場
所
計
５
か
所
に

対
し
、
備
品
を
寄
贈
し
た
。

な
お
、
寄
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先
に
つ
い
て
は
、
宇
都

宮
市
役
所
障
が
い
福
祉
課
と
子
ど
も
政

策
課
を
通
し
、
寄
付
希
望
施
設
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募
り
、

応
募
の
あ
っ
た
施
設
の
中
か
ら
、
委
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会
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贈
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先
を
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て
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る
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・作業用テーブル…２台
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宇都宮市下栗町 2953-7
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・長靴…10足 ・ポリラッパー…1台
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法人会キャラクター けんた 

（一部抜粋）税制改正 あらましの
法人会 速報版令和８年度　

＊令和７年12月26日に閣議決定された令和８年度税制改正大綱等に基づいています。今後の国会審議等にご留意ください。
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法人会キャラクター けんた 

（一部抜粋）税制改正 あらましの
法人会 速報版令和８年度　
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企 業 紹 介

［駅東支部］株式会社 花亀 ［石井横田支部］株式会社 匠家ホーム

［馬場宮園支部］株式会社 MUGEN（Patisserie Infini）［城山支部］コマタ工業株式会社

□住所：宇都宮市江野町7-7 石崎ビル1階
□ＴＥＬ：０２８‐615-7331　□ＦＡＸ：０２８‐６１５‐７３３２
□ＵＲＬ：https://infini0704.base.shop
□事業種：洋菓子・チョコレート・焼き菓子・カフェ小売業
□営業時間：10:00~19:00　□定休日：水曜日

「心から感動するお菓子をあなたに」
オリオン通りに佇むパティスリー、ショコラトリーです。チョコ

レートには、世界最高峰のチョコレート「フェルクリン社」を使用。
バターは、国内でも希少かつ高級バターで知られる「カルピスバ
ター」を使用。全ての素材に妥協せずこだわり、厳選した材料と製
法から生み出されるお菓子を提供しております。お祝いやプレゼ
ントはもちろん、自分へのご褒美にもぜひ当店をご利用ください。

代表取締役／久　保　真　也

□住所：宇都宮市簗瀬1-14-8
□ＴＥＬ：０２８‐636-4607　□ＦＡＸ：０２８‐666-5558
□ＵＲＬ：https://www.hanakame.jp　□事業種：生花卸販売

代表取締役／亀  井  光 一 郎

「花のある人生をあなたと一緒に！」
弊社は1975年ここ宇都宮の地にて創業し、本年50周年を迎える

ことになりました。
‘花のあるライフスタイル’を提案する町の花屋として、地元の
花々を中心に季節の花を揃えながら、花束やフラワーアレンジメ
ント、誕生日から送別のお祝いまで、そして個人法人問わず開店
祝いやお葬式の生花、胡蝶蘭等も対応します。お花のこと、贈り
物のことでお困りごとがございましたら、お気軽にご相談くださ
いませ。花のある毎日を共に楽しむパートナーとして、皆様のご
利用を心よりお待ちしております。

□住所：宇都宮市宝木町2丁目2563-34
□ＴＥＬ：０２８‐612-5982　□ＦＡＸ：０２８‐６１２‐５２９８
□ＵＲＬ：https://www.big-advance.site/s/143/1807
□事業種：冷暖房・保温・保冷工事

代表取締役社長／古　俣　慈　流

弊社は主に工場の保温保冷・ラッキング工事を請け負ってい
る会社です。自他共生の企業理念のもと適正価格を心掛け、元
請け及び協力業者の利益を優先しております。県外の同業者とも
繋がりがあるため、日程上難しい工事にも対応することができ、
仕事の大小に関わらず常に責任をもって施工しております。今後
も、省エネルギー、脱炭素及び2050年カーボンニュートラル達
成のために保温保冷業務を通じて社会に貢献したいと思ってお
ります。

□住所：宇都宮市屋板町405-21　□ＴＥＬ：０２８‐612‐7460
□ＦＡＸ：０２８‐６１２‐７４６１　□ＵＲＬ：https://takumiyahome.net
□事業種：建築業・住宅リフォーム業

代表取締役／服　部　　 健

株式会社匠家ホームは、一般住宅の改修から水回り、外構工事
まで、住まいのあらゆる課題を解決するパートナーです。
近年、高齢化が進む中でリフォームの重要性は高まっています。

こうした中、私たちは夏の猛暑による脱水症や冬のヒートショッ
クといった住環境に潜むリスクを改善し、住む人の命と健康を守
ることを使命としています。
「これからの暮らしを、より安心で快適に」という想いを胸に、
今後は関東一円へと事業の拡大を図るとともに確かな技術と誠実
なサポートで、一人ひとりのお客様に寄り添い、理想の住まいづ
くりに精進してまいります。

企 業 紹 介

［陽南幕田支部］宇都宮電設工業株式会社

［雀宮支部］株式会社 木村

［上河内支部］有限会社 三光陸運

株式会社 ダイショウ ［マロニエ支部］

□住所：宇都宮市中里町1862-3　□ＴＥＬ：０２８‐674-4527
□ＦＡＸ：０２８‐６７４‐４６５６　□ＵＲＬ：https://sankou-rikuun.com
□事業種：重機回送、一般貨物自動車運送業

有限会社三光陸運は2001年に創業し今年で25周年を迎える会
社です。まだまだ若い会社ではありますが、先代たちが残してく
れた技術や経験を引き継ぎ、たくさんのお客様からの信頼がある
小さくても強い会社です。その歴史を受け継ぎ、より強いものに
していきたいと考えております。
昨今の運送業界も労働時間、物価高騰、人材不足等で厳しい時
代ですが、当社の「安心・安全・確実」の三つの光を第一に感謝
の気持ちを忘れず、いつでもどんな時も頼りにされるような会社
を目指し、地域社会にも貢献していけるよう歩んでまいります。

代表取締役／三　國　　 肇

□住所：宇都宮市岩曽町824-3　□ＴＥＬ：０２８‐662-6565
□ＦＡＸ：０２８‐６６２‐６５４７　□ＵＲＬ：https://www.daisiyou.co.jp
□事業種：各種ハウス・トイレ・事務用備品・その他の販売、リース、レンタル

当社は栃木県内を拠点とした、オフィス・建設現場・選挙事務
所・イベント会場などで必要な商品のレンタルを中心としている
会社です。事務所用品、片袖机、イス、会議用テーブル、パー
テーション、書庫、カウンター、折りイス、ホワイトボード、建設
現場用ハウス、簡易トイレ、貸事務所、テント、屋外用品、屋内用
品、冷蔵庫、洗濯機、扇風機等様々な商品を豊富に取り揃えてお
ります。まずはお気軽にお問い合わせください。懇切丁寧に対応
させていただきます。また、皆様のおかげで今年で創業50周年を
迎えることができました。今後も快適な空間と利便性を心を込め
てお届けしてまいります。

代表取締役／大　関　国　明

□住所：宇都宮市双葉1-11-5
□ＴＥＬ：０２８‐645-0601　□ＦＡＸ：０２８‐645-0642
□ＵＲＬ：http://www.udenko.com　□事業種：電気設備業

代表取締役／野　沢　太　陽

宇都宮電設工業株式会社は、「社会性の高い事業」を強く認識
し、設立以来、電気設備工事全般の設計・施工・メンテナンスに
力を注ぎ、 常に技術革新に挑み、社会への貢献の努力をしてまい
りました。
皆様のおかげを持ちまして、栃木県ならびに宇都宮市よリ電気
設備入札業者ランクＡの評価を戴きました。
今後ともお客様のニーズに応えた電気設備工事の提供を目指し

てまいります。一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し
あげます。

□住所：宇都宮市南高砂町11-37　□ＴＥＬ：０２８‐653-1251
□ＦＡＸ：０２８‐６５３‐３８８３　□ＵＲＬ：https://kakimochi.co.jp
□ＵＲＬ：https://kakimobeika.jp　□事業種：米菓製造業

代表取締役社長／木　村　圭　一

豊かな大地に恵みをいただき「木村のかきもち」は生まれま
した。厳選した大地の幸、山の幸、海の幸を使い伝統の製法を
伝承し丹念におつくりいたしております。日々の生活の中に、
「木村のかきもち」をご利用いただき「美味しい」と皆様に喜
んでいただくことが私たちの幸せです。
また、2024年12月に新ブランド「カキモ米菓」を立ち上げま

した。木村の技術と伝統を受け継ぎ、厳選素材と丁寧な製法で
仕上げた新ブランドです。特別な方への贈り物や自分へのご褒
美として、上質な味わいと洗練されたパッケージで、心に残る
ひとときをお届けします。
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企 業 紹 介

［駅東支部］株式会社 花亀 ［石井横田支部］株式会社 匠家ホーム

［馬場宮園支部］株式会社 MUGEN（Patisserie Infini）［城山支部］コマタ工業株式会社

□住所：宇都宮市江野町7-7 石崎ビル1階
□ＴＥＬ：０２８‐615-7331　□ＦＡＸ：０２８‐６１５‐７３３２
□ＵＲＬ：https://infini0704.base.shop
□事業種：洋菓子・チョコレート・焼き菓子・カフェ小売業
□営業時間：10:00~19:00　□定休日：水曜日

「心から感動するお菓子をあなたに」
オリオン通りに佇むパティスリー、ショコラトリーです。チョコ

レートには、世界最高峰のチョコレート「フェルクリン社」を使用。
バターは、国内でも希少かつ高級バターで知られる「カルピスバ
ター」を使用。全ての素材に妥協せずこだわり、厳選した材料と製
法から生み出されるお菓子を提供しております。お祝いやプレゼ
ントはもちろん、自分へのご褒美にもぜひ当店をご利用ください。

代表取締役／久　保　真　也

□住所：宇都宮市簗瀬1-14-8
□ＴＥＬ：０２８‐636-4607　□ＦＡＸ：０２８‐666-5558
□ＵＲＬ：https://www.hanakame.jp　□事業種：生花卸販売

代表取締役／亀  井  光 一 郎

「花のある人生をあなたと一緒に！」
弊社は1975年ここ宇都宮の地にて創業し、本年50周年を迎える

ことになりました。
‘花のあるライフスタイル’を提案する町の花屋として、地元の
花々を中心に季節の花を揃えながら、花束やフラワーアレンジメ
ント、誕生日から送別のお祝いまで、そして個人法人問わず開店
祝いやお葬式の生花、胡蝶蘭等も対応します。お花のこと、贈り
物のことでお困りごとがございましたら、お気軽にご相談くださ
いませ。花のある毎日を共に楽しむパートナーとして、皆様のご
利用を心よりお待ちしております。

□住所：宇都宮市宝木町2丁目2563-34
□ＴＥＬ：０２８‐612-5982　□ＦＡＸ：０２８‐６１２‐５２９８
□ＵＲＬ：https://www.big-advance.site/s/143/1807
□事業種：冷暖房・保温・保冷工事

代表取締役社長／古　俣　慈　流

弊社は主に工場の保温保冷・ラッキング工事を請け負ってい
る会社です。自他共生の企業理念のもと適正価格を心掛け、元
請け及び協力業者の利益を優先しております。県外の同業者とも
繋がりがあるため、日程上難しい工事にも対応することができ、
仕事の大小に関わらず常に責任をもって施工しております。今後
も、省エネルギー、脱炭素及び2050年カーボンニュートラル達
成のために保温保冷業務を通じて社会に貢献したいと思ってお
ります。

□住所：宇都宮市屋板町405-21　□ＴＥＬ：０２８‐612‐7460
□ＦＡＸ：０２８‐６１２‐７４６１　□ＵＲＬ：https://takumiyahome.net
□事業種：建築業・住宅リフォーム業

代表取締役／服　部　　 健

株式会社匠家ホームは、一般住宅の改修から水回り、外構工事
まで、住まいのあらゆる課題を解決するパートナーです。
近年、高齢化が進む中でリフォームの重要性は高まっています。

こうした中、私たちは夏の猛暑による脱水症や冬のヒートショッ
クといった住環境に潜むリスクを改善し、住む人の命と健康を守
ることを使命としています。
「これからの暮らしを、より安心で快適に」という想いを胸に、
今後は関東一円へと事業の拡大を図るとともに確かな技術と誠実
なサポートで、一人ひとりのお客様に寄り添い、理想の住まいづ
くりに精進してまいります。
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〈石井横田支部担当〉
江面　歩

〈上河内支部担当〉
粂川　歩

〈陽南幕田支部担当〉
江連 舞鼓

〈西原花房支部担当〉
神山 佳小里

〈清原支部担当〉
宋　実那

厚生委員会厚生委員会 からのお知らせ
　厚生委員会は、「１社でも多くの会員企業を守りたい」という理念を掲げ、法人会福利厚生制度の利
用促進に向けて、より多くの会員企業の皆さまへ制度の魅力と必要性をお伝えする活動を行っています。

■法人会福利厚生制度担当者（大同生命宇都宮支社）

新会員紹介（令和７年12月〜令和８年２月入会）
所 属 支 部 法 人 名 代 表 者 住 　 所 Ｔ Ｅ Ｌ 業 種 名

細谷戸祭支部 (株)アップストリーム 岡　澤　　　宏 宇都宮市宝木町１－２５８４－１４ 028-305-1156 経営コンサルタント業
エスプラン(株) 大　谷　　　昴 宇都宮市上戸祭町１２６－２ ボヌフィール１０１ 028-341-2465 建築工事業
Ｗｅｌｌｐａ(株) 武　藤　貴　大 宇都宮市若草４－７－７ 070-8533-0352 その他の療術業 
(株)ＶＩＶＥＲＥ 髙　原　周　平 宇都宮市宝木町２－２５５４－６６ 028-688-8157 その他の障害者福祉事業
ｄｏｏｓ 長谷川　一　樹 宇都宮市若草３－３－２１ ドルチェ若草２０１ 080-1184-1621 美容業 
オーガスト 藤　原　克　美 宇都宮市長岡町１２５９－７１ 090-6452-5630 燃料小売業

マロニエ支部 (株)ＷＡＴＡＮＡＢＥ 渡　辺　克　彰 宇都宮市今泉新町１１１－７ 080-1369-8003 塗装工事業
(株)ｎｏｏＢ－Ｒ 山　口　登志邦 宇都宮市岩曽町１８－５ 090-1614-7998 自動車部分品・附属品小売業
(株)岩曽家具センター 市　川　哲　也 宇都宮市岩曽町１６４－１ 090-8330-3221 木製家具製造業
(医)寿幸会 吉野医院 吉　野　良　寿 宇都宮市大曽４－９－１１ 028-622-0041 無床診療所 
伊心地 関　　　陸　雄 宇都宮市岩曽町１３７７－８９ コーポシノザキ１号室 028-666-0858 食堂、レストラン

御幸平出支部 (株)廣徳工業 廣　田　孝　昭 宇都宮市平出町８０２ 028-689-9474 土木工事業
(有)光城 大　関　賢　一 宇都宮市下平出町３５１－４ 028-689-5888 一般電気工事業 
ＲＥＡＣＴ(株) 中　村　　　克 宇都宮市陽東７－１－２ ロボティクス・工農技術研究所内 028-662-3332 ロボット製造業 
落　合　秀　司 　　同　左 宇都宮市陽東６－１２－２７ 090-8316-0477 貸事務所業 
アトリエまぎぱん 上　野　宏　之 宇都宮市平出町３６６１－８ 028-612-4623 パン小売業
Ａｔｅｌｉｅｒ ｄｅ Ｍéｔéｏｒｅ 菊　池　侑　介 宇都宮市下平出町９０３－１ 028-678-2678 菓子小売業

駅 東 支 部 (株)ＺＡＤＥＳ 篠　原　孝　典 宇都宮市元今泉５－９－１７ 028-660-5533 その他の食料・飲料卸売業
(株)ＦＯＫＵＡ 人　見　　　学 宇都宮市宮みらい２－２１ センチュリー宇都宮弐番館１９０５ 070-4500-7100 専門サービス業
(株)ファーストコネクション 小　泉　太　暉 宇都宮市東峰１－８－１０ 090-9255-3508 家庭用電気機械器具卸売業
(株)リアンコーポレーション 小　川　博　司 宇都宮市東簗瀬１－６－６ 028-657-6730 建築工事業
(株)ＬｕｍｉＮｅｎｃｅ 横　田　　　翼 宇都宮市峰１－１５－６ 渡辺ビル２階 080-2550-6060 フィットネスクラブ 
(有)ベルウッド 鈴　木　宏　美 宇都宮市峰２－２２－８ 080-5452-7180 不動産管理業 
積水ハウス(株) 北関東シャーメゾン営業所 豊　城　洋　輔 宇都宮市城東１－１１－５ 028-633-4111 建築工事業
鈴　木　宏　美 　　同　左 宇都宮市峰２－２２－８ 080-5452-7180 貸事務所業 
ポノショップ 人　見　　　学 宇都宮市宮みらい２－２１ センチュリー宇都宮弐番館１９０５ 070-4500-7100 木造建築工事業 

石井横田支部 栃和工業(株) 石　川　和　美 宇都宮市下桑島町１２００－８３ 028-678-8838 一般土木建築工事業
栃木エステート(株) 市　川　　　勇 宇都宮市下栗町２３０１－７ 028-656-8622 土地売買業 
(株)Ｄｉｃｅ 細　島　保　秀 宇都宮市西刑部町２４０９－１ 028-656-5978 塗装工事業
(株)ＯＨＥＤＯ 平　山　将　直 宇都宮市西刑部町２７４１－３ 028-657-5038 自動車小売業 
菊池運送(株) 菊　池　健　市 宇都宮市下栗町７５１－６－２０３ 028-615-7675 一般貨物自動車運送業
(株)Ｔ－ｔｅｃｈ 村　上　　　匠 宇都宮市上横田町１４７９－１４ 090-5520-7805 デザイン業 
南雲総業(株) 南　雲　　　裕 宇都宮市屋板町４８９－２ 080-4388-0090 土木工事業
(有)アドサム 川　原　勝三郎 宇都宮市上横田町１８３－２ 028-688-1515 化粧品卸売業 
(有)トヨタらん園 豊　田　善　作 宇都宮市砂田町３５１－４ 028-656-5700 野菜作農業
櫻住建 髙　橋　一　裕 宇都宮市川田町１２２７ セカンドフィールド１０２ 070-8320-9893 建築リフォーム工事業
飯　野　　　悟 　　同　左 宇都宮市上横田町４９９－２ 028-653-7255 その他の不動産賃貸業
川　島　貴　之 　　同　左 宇都宮市台新田町１５７－１ 080-6656-1775 その他の不動産賃貸業

陽南幕田支部 Ｎｅｘｕｓ－Ｈ(株) 橋　本　　　充 真岡市熊倉２－８－４ グリーンヒル１０２ 0285-81-3147 建築工事業
(株)サンライズ機工 大　圃　文　章 宇都宮市西川田本町２－１４－５ ２０２ 028-612-2456 機械器具設置工事業
(株)ＳＵＮ’Ｓ．ＬＴＤ 亀　田　陽　平 宇都宮市西原町６００－１４９ 028-659-5833 一般土木建築工事業 
(株)なごみサポート 白　川　和　也 宇都宮市春日町３－３１ 028-615-7315 サービス業 
アライブアップ(株) 上　野　ゆみえ 宇都宮市兵庫塚２－２１－１７ 028-653-7823 土地賃貸業 
東京パワー不動産(株) 德　永　英　樹 宇都宮市今宮４－１８－３３ 028-307-0026 不動産代理業・仲介業
勝澤建設(株) 勝　澤　広　典 宇都宮市兵庫塚１－９－２６ 080-5171-3585 はつり・解体工事業 
(株)淡島商店 淡　島　克　己 宇都宮市兵庫塚１－１８－２１ グリーンハイツ１０１号室 050-8888-4565 その他の障害者福祉事業
(株)あいうえお 庄　子　貴　之 宇都宮市西川田町９９０－１３ 080-9669-0069 広告業 
(有)ＭＥＥＴカンパニー 渡　邉　和　子 宇都宮市今宮４－８－１０ 028-645-3318 美容業 
(有)アイケートラベル 大　塚　　　栄 鹿沼市西沢町３６１－３ 0289-77-3211 旅行業
ビジネスキャリア(協) 倉　持　勝　夫 宇都宮市江曽島町１３０６－１９ マンションヴィガラス１０５号室 028-666-7992 事業協同組合

いろは接骨院 長　江　　　彩 宇都宮市西川田南１－８－５ 090-8945-5748 あん摩マッサージ指圧師・はり師
きゅう師・柔道整復師の施術所

佐　藤　美　里 　　同　左 宇都宮市西川田町１０２１－３５ 080-3586-3130 貸事務所業 
中　島　　　教 　　同　左 高崎市上並榎町９４６－５ 027-365-4978 その他の小売業 
菊　地　フ　ク 　　同　左 宇都宮市西川田町１０１１ 028-645-4986 その他の不動産賃貸業
阿部土地家屋調査士事務所 阿　部　昌　弘 宇都宮市西川田町９６４－１5 090-4133-0577 土地家屋調査士事務所
ＨＡＩＲ ＳＡＬＯＮ Ｄａｉｓｙ 伊　藤　順　隆 宇都宮市西川田５－１１－８ 090-1430-6676 美容業 

さ く ら 支 部 (株)Ｃｏｍｆｏｒｔ・ａｎ 𠮷　田　亜矢子 宇都宮市砥上町３２９－２５ 028-666-8115 塗装工事業
(株)マルボシ 新　海　穂志也 宇都宮市鶴田町２１２６－５ 028-612-8460 調剤薬局 
(有)ヒカリ電業社 帆　苅　修　一 宇都宮市鶴田町２６８５－１６ 028-636-1710 一般電気工事業 
(有)丸方ＭＡＲＵＨＯ 張　　　　　穎 宇都宮市桜２－１－２６ 028-616-8747 不動産代理業・仲介業
美容室 エムセゾン 池　田　美智男 宇都宮市鶴田１－４－２２ 028-648-0010 美容業 
嶋　田　愼　一 　　同　左 宇都宮市鶴田町３１５５－１ 028-637-7711 貸事務所業 
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〈石井横田支部担当〉
江面　歩

〈上河内支部担当〉
粂川　歩

〈陽南幕田支部担当〉
江連 舞鼓

〈西原花房支部担当〉
神山 佳小里

〈清原支部担当〉
宋　実那

厚生委員会厚生委員会 からのお知らせ
　厚生委員会は、「１社でも多くの会員企業を守りたい」という理念を掲げ、法人会福利厚生制度の利
用促進に向けて、より多くの会員企業の皆さまへ制度の魅力と必要性をお伝えする活動を行っています。

■法人会福利厚生制度担当者（大同生命宇都宮支社）

所 属 支 部 法 人 名 代 表 者 住 　 所 Ｔ Ｅ Ｌ 業 種 名
西原花房支部 (株)ソエノ 添　野　博　文 宇都宮市花房２－４－１７ 090-3133-6288 経営コンサルタント業

(有)大源商事 大河原　弘　臣 宇都宮市不動前２－１－１０ 028-633-0130 土地賃貸業 
柴　山　　　博 　　同　左 宇都宮市花房２－８－６ 090-1546-9502 貸事務所業 

清住塙田支部 (株)アソシエ 杉　本　由紀子 宇都宮市東塙田１－６－２７ 028-601-8150 訪問介護事業 
(株)ＭＤＫ総研 川　村　　　元 宇都宮市今泉２－１１－１ 028-688-0261 不動産管理業 

馬場宮園支部 (株)ドリームファクトリー 和久井　尚　樹 宇都宮市曲師町３－１０ ラッキープラザ ４Ｆ 028-666-6710 食堂、レストラン
(有)クリエー 渡　邊　智　彦 宇都宮市曲師町４－１ 028-633-0188 貸家業 
(株)ＬＳスタイル 外　口　恭　之 宇都宮市大通り２－１－４ 028-666-6330 土地売買業 

中 央 支 部 (医)ＳＤＣ 坂　入　道　子 宇都宮市南大通り４－１－１ 028-634-6618 歯科診療所 
北 支 部 (株)ウェルフィング 松　本　文　沙 宇都宮市新里町乙２９０ 028-612-8794 その他の障害者福祉事業

(株)フジタクリーンサービス 馬　場　義　仁 宇都宮市野沢町４８９ 028-665-2602 ビルメンテナンス業
(株)ＳＫＨ 福　田　隆　治 宇都宮市徳次郎町３１０７ 028-665-4234 造園工事業 
(株)ＢＹＢ 鈴　木　　　孝 宇都宮市野沢町１８７－１１８ 028-678-9536 建築工事業
(株)ｄｅｆｅｎｄ 南　部　千　実 宇都宮市横山２－１２－１０ 028-666-6949 その他の建物サービス業
雅設備工業 横　松　雅　志 宇都宮市宝木本町１１４１－１２２ 028-665-9722 一般管工事業 

清 原 支 部 (株)くい丸 君　岡　銀　兵 宇都宮市ゆいの杜８－１－２１ 028-611-3444 金属製品製造業 
電流(株) 君　岡　誠　治 宇都宮市ゆいの杜８－１－２１ 028-611-3242 金属用金型・同部分品・附属品製造業
ソレイユ(同) 佐　伯　賢　介 芳賀郡市貝町赤羽３７８５－１４９ 0285-68-5381 その他の障害者福祉事業
宇都宮東部クリニック 鈴　木　武　志 宇都宮市清原台５－１７－７ 028-667-8750 無床診療所 
ベルモック 鈴　木　裕　一 芳賀郡芳賀町西水沼６３２－４ 028-307-7766 持ち帰り飲食サービス業
吉　田　郁　夫 　　同　左 宇都宮市上籠谷町４３１１ 028-667-1348 燃料小売業

城 山 支 部 (株)勝和 鈴　木　章　由 宇都宮市飯田町２５９－１４６ 028-648-7058 職別工事業 
(株)ケイアイエス 佐　藤　圭　祐 宇都宮市駒生１－５－３１ 090-5529-1250 広告業 
(株)クイック 小　杉　智　也 宇都宮市田野町３０２－２ 090-5443-2497 建築設計業 
(株)ａｍａｙａコーポレーション 天　谷　明　弘 宇都宮市駒生町３３６０－３４ 090-4076-7089 不動産管理業 
川出塗装 川　出　裕　亮 宇都宮市福岡町４７６－３ 080-1270-0407 舗装工事業 

雀 宮 支 部 (株)小川建材 小　川　一　之 宇都宮市下横田町７１７ 028-654-1270 建築材料小売業 
(株)モンテベール 髙　橋　尚　弘 宇都宮市高砂町３－４ 028-653-0111 土地賃貸業 
ＮＡＯ社会保険労務士事務所 笠　原　奈　緒 宇都宮市若松原２－１１－２５ 090-6181-5632 社会保険労務士事務所
Ｌａｎｉ 後　藤　雄　太 宇都宮市高砂町１３－２ 080-4118-2592 美容業 
タイヤワーク 伊　藤　公　幸 宇都宮市若松原２－１－２５ 028-653-6300 自動車一般整備業 

河 内 支 部 (株)ティ・エス・ケイ 伊　藤　佳　子 宇都宮市下田原町３４３９－１７ 028-672-3391 ビルメンテナンス業 
鮎沢設備工業(株) 鮎　沢　竜太朗 宇都宮市下岡本町１４５５－１３ 028-671-1144 一般管工事業 
(株)さくら塗装 笹　沼　亮　太 宇都宮市白沢町２０３０－１８ 028-678-3468 塗装工事業
(株)Ｓｈｉｍｍｙ’ｓ 清　水　昌　夫 宇都宮市白沢町１５４１－８ 090-5810-2363 一般土木建築工事業 
ワールドリング(協) 橋　本　正　行 宇都宮市下岡本町４２８９ オータニテナント Ｂ棟 ２階 028-666-7533 事業協同組合
ケアタクシーゆースタイル 遠　藤　和　則 宇都宮市中岡本町３７１３－１８０ 080-1035-2700 一般乗用旅客自動車運送業
セブンイレブン 下野白沢店 増　渕　良　信 宇都宮市白沢町５７８－１１ 028-673-7449 コンビニエンスストア
フラワーショップ鬼怒 小田林　幸　子 宇都宮市白沢町１００６－１３ 028-673-1791 花・植木小売業 
インテリアおちあい 落　合　孝　佳 宇都宮市中岡本町１３６３－３ 090-8582-9956 内装工事業 

上 三 川 支 部 (株)ラビット・テイル 荻　津　　　栄 河内郡上三川町下神主５２ 0285-37-8982 人形製造業 
(株)ＨＡＮＤＹ 貝　賀　俊　一 河内郡上三川町上三川４８８６ 0285-56-4106 エステティック業 
隼人テクノ(株) 宮　下　達　矢 河内郡上三川町上三川５０３３－１ 0285-38-6270 土工・コンクリート工事業
鶴　見　敦　子 　　同　左 河内郡上三川町西蓼沼６８３－２ 090-8644-0044 果樹作農業 
ｈａｉｒ ｄｅｓｉｇｎ ｗｏｒｋｓ ＣＯＱＯＯ 武　田　和　也 河内郡上三川町上三川３２１８ 0285-39-6119 美容業 
猪　瀬　佐奈枝 　　同　左 河内郡上三川町上蒲生２００８ 0285-56-4867 その他の不動産賃貸業

上 河 内 支 部 健美工業 村　井　　　健 宇都宮市中里町２５４－９９ 090-5203-3807 大工工事業
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阿部副署長

講師の南木智子さん

東京プリンスホテル内

新
春
税
務
研
修
会

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
研
修
会

警
視
庁
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　視
察
日
帰
り
研
修
会

〈今後の予定〉  令和８年６月　女性部会総会開催

警視庁交通管制
センター

浜
離
宮
恩
賜
庭
園

令
和
８
年
２
月

10
日
㈫
ホ
テ
ル
丸

治
に
お
い
て
、
新

春
税
務
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

会
員
16
名
が
参
加
、
宇
都
宮
税
務
署
か

ら
は
、
阿
部
副
署
長
、
水
沼
統
括
国
税

調
査
官
、
小
田
上
席
国
税
調
査
官
に
ご

出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
宇
都
宮
税
務
署
阿
部

辰
範
副
署
長
よ
り
、「
知
っ
て
お
き
た
い

税
知
識
」
と
題
し
て
講
演
を
頂
き
ま
し

た
。
ミ
ニ
ク
イ
ズ
を
ま
じ
え
な
が
ら
、

私
た
ち
に
身
近
な
相
続
税
・
贈
与
税
の

概
要
や
直
近
の
税
制
改
正
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
い
解
説
で
し
た
。

相
続
税
・
贈
与
税
で
は
、「
相
続
時
精

算
課
税
」
と
「
暦
年
課
税
」
の
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
基
礎
控
除
や

特
例
、
加
算
対
象
期
間
の
見
直
し
に
と

も
な
う
考
え
方
な
ど
、
会
員
は
熱
心
に

メ
モ
を
取
り
拝
聴
し
ま
し
た
。

ま
た
、
確
定
申
告
の
際
の
医
療
費
控

除
で
対
象
に
な
る
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
」
の
税
控
除
対
象
医
薬
品

に
つ
い
て
も
、
実
際
の
医
薬
品
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
表
記
や
領
収
書
の
記
載
例
な
ど
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
後
は
、
新

年
会
を
兼
ね
た
昼

食
会
で
、
会
員
同
士

の
親
睦
を
は
か
り

ま
し
た
。
新
入
会
員

も
お
迎
え
し
、
美
味

し
い
ラ
ン
チ
を
い
た

だ
き
な
が
ら
和
や

か
な
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

（
研
修
委
員
長
　
名
村
史
絵
）

令
和
７
年
12
月
17
日
㈬
法
人
会
会
館

に
て
、
毎
年
恒
例
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
会
員
の
あ

と
り
え
ド
リ
ー
ム
の
南
木
智
子
さ
ん
に

ご
指
導
い
た
だ
き
、
年
末
か
ら
新
年
に

か
け
て
長
く
飾
れ
る
「
ス
ワ
ッ
グ
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

松
の
木
を
ベ
ー
ス
に
、
リ
ー
ス
や
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
・
シ
ル
ク
フ
ラ
ワ
ー
・
水

引
な
ど
の
材
料
を

使
い
、
飾
る
場
所
を

思
い
浮
か
べ
ア
レ
ン

ジ
し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
素
材

を
き
れ
い
に
ま
と
め

る
ポ
イ
ン
ト
を
指

導
し
て
い
た
だ
き
、

１
時
間
ほ
ど
で
完

成
し
ま
し
た
。
花
材

も
価
格
が
高
騰
し

て
い
る
中
、
新
春
を

彩
る
華
や
か
で
素

敵
な
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

（
研
修
委
員
長
　
名
村
史
絵
）

令
和
８
年
３
月
５
日
㈭
に
日
帰
り
視

察
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者

12
名
。
今
回
は
、
警
視
庁
交
通
管
制
セ

ン
タ
ー
を
見
学
。
車
両
感
知
器
や
交
通

テ
レ
ビ
な
ど
か
ら
交
通
情
報
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
把
握
し
信
号
機
の
調
整
な
ど

道
路
交
通
の
円
滑
化
と
安
全
確
保
を
担

う
施
設
で
す
。
施
設
内
の
床
に
信
号
機

が
置
か
れ
、
実
際
に
い
つ
も
見
て
い
る

信
号
機
よ
り
か
な
り
大
き
く
て
ビ
ッ
ク

リ
で
し
た
。

昼
食
は
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
内

和
食
処
清
水
に
て
清
水
御
膳
を
頂
き
ま

し
た
。

午
後
か
ら
の
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
は
、

菜
の
花
が
満
開
で
し
た
。
そ
の
後
日
本

橋
で
お
買
い
物
等
な
ど
一
足
早
い
春
を

満
喫
し
た
東
京
日
帰
り
研
修
会
で
し
た
。

（
部
会
長
　
小
杉
恵
子
）

第
８
回 
税
金
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

局
連
青
連
協  

合
同
勉
強
会

イータ君も参戦してのじゃんけん大会

税
金
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
で
す
が
、
今

年
度
も
去
る
２
月
７
日
㈯
に
無
事
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
場
を
昨

年
の
「
と
ち
ぎ
健
康
の
森
の
講
堂
」
か

ら
「
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
」
に
変
え
て

市
内
の
小
学
校
５
、
６
年
生
約
80
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
保
護
者
も
見
守
る
中
、

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
〝
税
金
ウ
ル
ト
ラ

ク
イ
ズ
〞
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

児
童
の
目
は
真
剣
そ
の
も
の
。
司
会
は

昨
年
に
引
き
続
き
Ｄ
Ｊ
Ｋ
ｅ
ｉ
こ
と
菊

池
元
男
さ
ん
が
担
当
し
、
会
場
の
空
気

感
を
読
み
取
り
な
が
ら
見
事
な
進
行
を

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
問
題
の
難
易
度

も
年
々
上
が
る
中
、
会
場
の
ボ
ル
テ
ー

ジ
も
徐
々
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。
決
勝
に

勝
ち
残
っ
た
児
童
は
と
て
も
緊
張
し
て

い
る
様
子
で
、昨
年
か
ら
採
用
し
た
『
早

押
し
４
択
形
式
』
に
て
会
場
の
緊
張
感

も
最
高
潮
に
高
ま
っ
た
中
で
決
勝
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

年
々
児
童
の
レ
ベ
ル
が
高
ま
っ
て
き

て
い
る
こ
と
が
感
じ
取
ら
れ
、
事
前
に

税
の
知
識
に
つ
い

て
学
習
し
て
く
る

児
童
が
明
ら
か
に

増
え
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
こ
れ
は
、

高
い
税
知
識
の
さ

ら
な
る
普
及
と
啓

発
の
向
上
を
発
信

す
る
目
的
に
大
き

く
近
づ
く
事
業
に

な
っ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

決
勝
戦
の
後
に
は
、
今
や
恒
例
と

な
っ
た
〝
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
〞
を
開
催

し
ま
し
た
。
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
か
ら
の

緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
た
せ
い
か
、
普
段

の
小
学
生
ら
し
い
姿
に
戻
り
、
み
ん
な

自
然
体
で
楽
し
そ
う
に
し
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

関
東
信
越
法
人
会
連
絡
協
議
会
　
青

年
部
会
連
絡
協
議
会
に
よ
る
勉
強
会
を

２
月
６
日
に
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
棟
３
Ｆ
第
２
会
議

室
」
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
全
法
連
青
連
協
相
談
役
の

佐
藤
智
樹
氏
を
お
招
き
し
「
健
康
経
営

の
経
緯
と
背
景
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
に

は
各
県
の
「
健
康
経
営
の
取
組
と
共
有

に
つ
い
て
」
と
い
う
こ
と
で
各
県
代
表

に
よ
る
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
健
康
経

営
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
は
懇
親
会
を
開
催
し
、

局
内
の
青
連
協
役
員
と
の
交
流
を
図
り
、

貴
重
な
情
報
交
換
の
機
会
に
も
な
り
ま

し
た
。
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阿部副署長

講師の南木智子さん

東京プリンスホテル内

新
春
税
務
研
修
会

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
研
修
会

警
視
庁
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　視
察
日
帰
り
研
修
会

〈今後の予定〉  令和８年６月　女性部会総会開催

警視庁交通管制
センター

浜
離
宮
恩
賜
庭
園

令
和
８
年
２
月

10
日
㈫
ホ
テ
ル
丸

治
に
お
い
て
、
新

春
税
務
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

会
員
16
名
が
参
加
、
宇
都
宮
税
務
署
か

ら
は
、
阿
部
副
署
長
、
水
沼
統
括
国
税

調
査
官
、
小
田
上
席
国
税
調
査
官
に
ご

出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
宇
都
宮
税
務
署
阿
部

辰
範
副
署
長
よ
り
、「
知
っ
て
お
き
た
い

税
知
識
」
と
題
し
て
講
演
を
頂
き
ま
し

た
。
ミ
ニ
ク
イ
ズ
を
ま
じ
え
な
が
ら
、

私
た
ち
に
身
近
な
相
続
税
・
贈
与
税
の

概
要
や
直
近
の
税
制
改
正
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
い
解
説
で
し
た
。

相
続
税
・
贈
与
税
で
は
、「
相
続
時
精

算
課
税
」
と
「
暦
年
課
税
」
の
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
基
礎
控
除
や

特
例
、
加
算
対
象
期
間
の
見
直
し
に
と

も
な
う
考
え
方
な
ど
、
会
員
は
熱
心
に

メ
モ
を
取
り
拝
聴
し
ま
し
た
。

ま
た
、
確
定
申
告
の
際
の
医
療
費
控

除
で
対
象
に
な
る
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
」
の
税
控
除
対
象
医
薬
品

に
つ
い
て
も
、
実
際
の
医
薬
品
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
表
記
や
領
収
書
の
記
載
例
な
ど
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
後
は
、
新

年
会
を
兼
ね
た
昼

食
会
で
、
会
員
同
士

の
親
睦
を
は
か
り

ま
し
た
。
新
入
会
員

も
お
迎
え
し
、
美
味

し
い
ラ
ン
チ
を
い
た

だ
き
な
が
ら
和
や

か
な
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

（
研
修
委
員
長
　
名
村
史
絵
）

令
和
７
年
12
月
17
日
㈬
法
人
会
会
館

に
て
、
毎
年
恒
例
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
会
員
の
あ

と
り
え
ド
リ
ー
ム
の
南
木
智
子
さ
ん
に

ご
指
導
い
た
だ
き
、
年
末
か
ら
新
年
に

か
け
て
長
く
飾
れ
る
「
ス
ワ
ッ
グ
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

松
の
木
を
ベ
ー
ス
に
、
リ
ー
ス
や
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
・
シ
ル
ク
フ
ラ
ワ
ー
・
水

引
な
ど
の
材
料
を

使
い
、
飾
る
場
所
を

思
い
浮
か
べ
ア
レ
ン

ジ
し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
素
材

を
き
れ
い
に
ま
と
め

る
ポ
イ
ン
ト
を
指

導
し
て
い
た
だ
き
、

１
時
間
ほ
ど
で
完

成
し
ま
し
た
。
花
材

も
価
格
が
高
騰
し

て
い
る
中
、
新
春
を

彩
る
華
や
か
で
素

敵
な
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

（
研
修
委
員
長
　
名
村
史
絵
）

令
和
８
年
３
月
５
日
㈭
に
日
帰
り
視

察
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者

12
名
。
今
回
は
、
警
視
庁
交
通
管
制
セ

ン
タ
ー
を
見
学
。
車
両
感
知
器
や
交
通

テ
レ
ビ
な
ど
か
ら
交
通
情
報
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
把
握
し
信
号
機
の
調
整
な
ど

道
路
交
通
の
円
滑
化
と
安
全
確
保
を
担

う
施
設
で
す
。
施
設
内
の
床
に
信
号
機

が
置
か
れ
、
実
際
に
い
つ
も
見
て
い
る

信
号
機
よ
り
か
な
り
大
き
く
て
ビ
ッ
ク

リ
で
し
た
。

昼
食
は
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
内

和
食
処
清
水
に
て
清
水
御
膳
を
頂
き
ま

し
た
。

午
後
か
ら
の
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
は
、

菜
の
花
が
満
開
で
し
た
。
そ
の
後
日
本

橋
で
お
買
い
物
等
な
ど
一
足
早
い
春
を

満
喫
し
た
東
京
日
帰
り
研
修
会
で
し
た
。

（
部
会
長
　
小
杉
恵
子
）
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それは

詳しくはコチラ⬇
予納ダイレクト 検索

税務署だより

マロニエ・御幸平出・河内・上河内支部［令和８年２月16日㈪］

細谷戸祭・北・城山支部［令和８年２月20日㈮］

さくら・西原花房支部［令和８年２月27日㈮］

陽南幕田・雀宮・上三川支部［令和８年２月19日㈭］

駅東・石井横田・清原支部［令和８年２月26日㈭］

清住塙田・馬場宮園・中央支部［令和８年３月２日㈪］

支
部
合
同
役
員
会

昨
年
11
月
の
理
事
会
に
お
い
て
、

魅
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
か

ら
提
言
の
あ
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、

組
織
の
活
性
化
、
業
務
改
革
の
取
り

組
み
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
18
支
部
が

個
々
に
開
催
し
て
い
た
役
員
会
を
６

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
初
め
て
合
同
で

開
催
し
ま
し
た
。

合
同
で
行
う
こ
と
に
よ
る
課
題
を

検
証
し
、
あ
ら
た
め
て
理
事
会
で
結

果
報
告
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

４  

月

８  

月

６  

月

５  

月

７  

月

２  

月

９  

月

10  

月

11  

月

１  

月

３  

月

2026年度  事業実施予定

日４

※本部事業のみ掲載（開催月、内容は変更になることがあります）

内　　　容開催月日

会場／宇都宮東武ホテルグランデ局連青連協合同セミナー

事　業　名

日
日

12
13

通  年

日11

税の啓発、e-tax普及ＰＲ他

会社の決算、申告の留意点／改正税法、消費税、印紙税他
〈宇都宮税務署法人課税部門担当官〉

会社の誕生と税金／改正税法、源泉所得税、印紙税他
〈宇都宮税務署法人課税部門担当官〉

講師未定

日17

社会保険・労働保険の仕組みと実務対策労務管理研修

決算期別法人説明会

会場／宇都宮東武ホテルグランデ第15回通常総会日11

日15

日16

初級経理実務／一日でわかる経理の基本と実務経理実務研修会

労務管理セミナー

新入社員・若手社員ビジネスマナー研修人材育成研修
法人会全国女性フォーラム埼玉大会全法連女性部会

決算期別法人説明会

会社の決算、申告の留意点／改正税法、消費税、印紙税他
〈宇都宮税務署法人課税部門担当官〉

一般経営、法律、労務、人材育成、健康、政治経済、著名人他
セミナー数700講座以上

時局講演会

本部・支部・部会
合同会議

宇都宮税務署長講話
本部・支部・部会
合同研修会

内　　　容開催月日

法人会全国大会茨城大会法人会全国大会

事　業　名

日８

チャリティゴルフ大会日28

会社の決算、申告の留意点／改正税法、消費税、印紙税他
〈宇都宮税務署法人課税部門担当官〉

法人会全国青年の集い島根大会全法連青年部会日20

日９ 関東信越国税局総務部長国税局幹部講演会

講師未定秋季講演会

管理者・経営者の能力開発研修人材育成研修

法律セミナー

法人税実務セミナー

仕事力がすぐに身につくセミナー／営業力パワーアップ研修人材育成研修

税務関係施設等視察役員県外視察研修

パソコンセミナー

決算期別法人説明会

会社の誕生と税金／改正税法、源泉所得税、印紙税他
〈宇都宮税務署法人課税部門担当官〉新設法人説明会

源泉所得税年末調整事務手続き
〈宇都宮税務署法人課税部門担当官〉年末調整説明会

宇都宮税務行政協力会主催
応募作品／小・中・高・社会人

新年賀詞交歓会

税の百人一首表彰式

会社の誕生と税金／改正税法、源泉所得税、印紙税他
〈宇都宮税務署法人課税部門担当官〉新設法人説明会

会社の決算、申告の留意点／改正税法、消費税、印紙税他
〈宇都宮税務署法人課税部門担当官〉決算期別法人説明会

とちぎ未来づくり財団・うつのみや文化創造財団主催事業等
会員優待チケット販売インターネットセミナー 随  時

新設法人説明会

フェスタｍｙ宇都宮
ブース出店
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理

会

税

士

非
課
税
通
勤
手
当
等
に
係
る

税
制
改
正
に
つ
い
て

区分

課税されない金額

片道の通勤距離 現行
改正案

（令和８年４月１日
以後適用予定）

①交通機関等で通勤して
　いる人に支給する通勤
　手当や定期券代

ー
１か月当たりの
合理的な運賃等の額
（最高限度150,000円）

同左

②自家用車等で通勤して
　いる人に対する通勤手当

95㎞以上

38,700円

66,400円
85km以上95km未満 59,600円
75km以上85km未満 52,700円
65km以上75km未満 45,700円
55km以上65km未満 38,700円
45km以上55km未満 32,300円 同左
35km以上45km未満 25,900円 同左
25km以上35km未満 19,700円 同左
15km以上25km未満 13,500円 同左
10km以上15km未満 7,300円 同左
2km以上10km未満 4,200円 同左
2km未満 （全額課税） 同左

③通勤に要する駐車場代 ー ー 上記に5,000円を加算

■参考資料：・令和７年12月19日　自由民主党・日本維新の会「令和８年度税制改正大綱」　　　■文責：関東信越税理士会宇都宮支部　大島明訓
　　　　　　・令和７年11月　国税庁「通勤手当の非課税限度額の改正について」

【図表】１か月当たりの非課税限度額
出所：令和７年11月　国税庁「通勤手当の非課税限度額の改正について」及び
　　　令和７年12月19日　自由民主党・日本維新の会「令和８年度税制改正大綱」を元に筆者作成。

1 

は
じ
め
に

令
和
７
年
12
月
19
日
に
与
党
よ
り
発
表

さ
れ
た
令
和
８
年
度
税
制
改
正
大
綱
で
は
、

近
年
の
物
価
高
が
国
民
生
活
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
に
配
慮
し
、
個

人
の
可
処
分
所
得
を
引
き
上
げ
る
べ
く
、

イ
ン
フ
レ
を
加
味
し
た
税
制
改
正
案
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
本
号
が
発
行
さ
れ
る
４
月

は
新
入
社
員
の
入
社
や
人
事
異
動
等
の
時

季
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
非
課
税

通
勤
手
当
の
改
正
を
中
心
に
解
説
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
物
価
高
に
対
応
し
従
業

員
の
可
処
分
所
得
を
拡
大
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
関
連
の
あ
る
、
従
業
員
に
食
事
を

支
給
す
る
場
合
の
非
課
税
限
度
額
や
深
夜

勤
務
食
事
代
の
非
課
税
限
度
額
の
改
正
に

つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
な

お
、
執
筆
時
点
で
は
改
正
法
案
等
は
未
成

立
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
の
改
正
内
容

と
は
異
な
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
予
め
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。

2  

非
課
税
通
勤
手
当
の
改
正

⑴
非
課
税
通
勤
手
当
の
趣
旨

そ
も
そ
も
、
雇
用
契
約
に
基
づ
き
従
業

員
に
毎
月
支
給
さ
れ
る
給
与
は
、
全
額
従

業
員
の
給
与
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税

対
象
と
な
る
の
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、

従
業
員
の
通
勤
費
負
担
緩
和
を
目
的
に
雇

用
主
か
ら
支
給
さ
れ
る
通
勤
手
当
に
つ
い

て
も
課
税
対
象
と
し
て
し
ま
う
と
、
通
勤

費
の
実
費
負
担
に
費
消
さ
れ
て
し
ま
う
に

も
か
か
わ
ら
ず
税
負
担
を
負
う
た
め
、
通

勤
手
当
支
給
の
意
図
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
従
業
員
の
通
勤

に
要
す
る
一
定
の
費
用
を
補
填
す
る
目
的

で
雇
用
主
た
る
事
業
者
か
ら
支
給
さ
れ
る

給
与
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
範
囲
内
で
所

得
税
を
非
課
税
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑵
改
正
内
容

非
課
税
通
勤
手
当
に
関
す
る
今
回
の
改

正
点
は
大
き
く
分
け
て
２
点
と
な
り
ま
す
。

①
マ
イ
カ
ー
通
勤
費
の
上
限
引
き
上
げ

令
和
７
年
に
一
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
さ
ら
な
る
改
正
と
し
て
、
通
勤
距

離
が
片
道
65
㎞
以
上
の
従
業
員
に
対
す
る

非
課
税
通
勤
費
が
、
従
来
の
３
８
７
０
０

円
か
ら
通
勤
距
離
に
応
じ
て
４
５
７
０
０

円
〜
６
６
４
０
０
円
と
大
幅
に
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

②
通
勤
に
要
す
る
駐
車
料
相
当
額
を

　支
給
し
た
場
合
の
非
課
税
枠
の
創
設

ま
た
、
従
来
の
交
通
機
関
利
用
や
マ
イ

カ
ー
通
勤
に
対
す
る
通
勤
手
当
等
の
非
課

税
枠
に
加
え
、
通
勤
に
際
し
駐
車
場
を
常

用
す
る
従
業
員
に
駐
車
料
相
当
額
を
支
給

す
る
場
合
に
、
１
か
月
当
た
り
５
０
０
０

円
ま
で
非
課
税
と
す
る
新
た
な
措
置
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
表
に
す
る
と
【
図
表
】
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。
遠
方
か
ら
の
通
勤
に

日
々
苦
労
さ
れ
て
い
る
従
業
員
の
方
々
の

費
用
面
の
負
担
を
緩
和
し
よ
う
と
す
る
意

図
が
窺
わ
れ
ま
す
。

3 

食
事
の
支
給
や
残
業
食
事
代
に
か
か
る

　 非
課
税
措
置
の
改
正

従
業
員
に
対
し
食
事
を
支
給
し
た
場
合
、

雇
用
主
が
負
担
し
た
金
額
は
経
済
的
利
益

の
供
与
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し

て
当
該
従
業
員
の
給
与
所
得
と
し
て
課
税

対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
福
利
厚
生

の
一
環
と
し
て
の
提
供
で
あ
る
点
に
鑑
み
、

従
業
員
の
負
担
割
合
が
半
分
以
上
で
あ
り
、

か
つ
雇
用
主
の
負
担
金
額
が
１
か
月
当
た

り
３
５
０
０
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、

非
課
税
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
点
に

つ
い
て
も
、
物
価
高
へ
の
対
応
と
し
て
、

非
課
税
と
さ
れ
る
雇
用
主
の
負
担
額
の
上

限
を
月
額
７
５
０
０
円
ま
で
引
き
上
げ
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
深
夜
勤
務
を

行
う
従
業
員
に
食
事

代
と
し
て
金
銭
を
支

給
す
る
場
合
の
非
課

税
限
度
額
も
、
１
回
あ

た
り
３
０
０
円
以
下
か

ら
６
５
０
円
以
下
に
引

き
上
げ
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

4 

適
用
開
始
時
期

こ
れ
ら
の
改
正
は
、

令
和
８
年
４
月
１
日

以
後
に
支
払
わ
れ
る

通
勤
手
当
や
食
事
の

支
給
、
残
業
食
事
代
に

適
用
さ
れ
る
予
定
で

す
。

5  

お
わ
り
に

上
記
の
通
り
、
物
価

高
に
対
応
し
、
税
制
上

の
非
課
税
措
置
が
今
回
の
改
正
案
で
は
大

幅
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
非
課
税
措
置
の
改
正
の
他
に
も
、

基
礎
控
除
や
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し
な

ど
、
物
価
高
に
対
応
し
、
給
与
所
得
者
の

手
取
り
を
増
や
す
こ
と
を
意
図
し
た
改
正

が
随
所
に
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。
税
制
改
正

の
趣
旨
と
内
容
を
適
切
に
理
解
し
、
必
要

に
応
じ
て
賃
金
規
定
を
見
直
す
な
ど
の
処

置
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
人
手
不
足
が
社
会
的
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
昨
今
で
す
が
、
従
業
員
の
士
気
を

高
め
、
安
定
し
た
労
働
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
が
会
社
経
営
上
い
っ
そ
う
重
要
と

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

健
康
の
お
話

沼
尾 

利
郎

心
臓
突
然
死

沼
尾
　利
郎

　
　ぬ
ま
お 

と
し
お

日
光
市
生
ま
れ
。
宇
都

宮
高
校
、
獨
協
医
大
卒

業
後
、
米
国
留
学
を
経

て
塩
谷
総
合
病
院
副
院
長
、
国
立
病
院
機
構
宇
都
宮

病
院
院
長
を
歴
任
。
現
在
は
同
病
院
名
誉
院
長
と
し

て
宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
で
診
療
。
専

門
は
呼
吸
器
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
な
ど
。

日本AED財団

日本AED財団

1 「
突
然
」
に
備
え
る

い
ま
目
の
前
で
い
き
な
り
人
が
倒
れ
た

ら
、
皆
さ
ん
は
ど
う
し
ま
す
か
？
　
日
本

で
は
１
年
間
で
８
万
人
以
上
が
心
臓
突
然

死
（
心
臓
が
原
因
で
突
然
心
停
止
す
る
）

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
（
日
本
Ａ
Ｅ
Ｄ
財

団
）。「
突
然
死
」
と
は
症
状
が
出
て
か
ら

24
時
間
以
内
に
亡
く
な
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
心
疾
患
に
起
因
し
た
心
臓
突
然

死
は
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

心
臓
突
然
死
の
主
な
原
因
は
心
筋
梗
塞
や

狭
心
症
な
ど
の
冠
動
脈
疾
患
で
す
が
、
40

歳
以
下
で
は
遺
伝
性
不
整
脈
や
心
筋
症
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
直
接
死
因
で

あ
る
重
篤
な
不
整
脈
の
80
％
は
心
室
細
動

に
よ
る
も
の
で
す
。
地
震
や
集
中
豪
雨
な

ど
近
年
増
加
し
て
い
る
自
然
災
害
に
備
え

る
こ
と
は
現
代
日
本
人
の
マ
ス
ト
で
す
が
、

周
囲
の
人
の
急
変
を
想
定
し
て
準
備
し
て

お
く
こ
と
も
、
現
代
の
私
た
ち
に
は
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

2 

ス
ポ
ー
ツ
と
心
臓
突
然
死

「
心
臓
病
＝
高
齢
者
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ス
ポ
ー

ツ
関
連
の
突
然
死
は
若
年
者
に
も
多
く
、

18
歳
以
下
の
突
然
死
の
約
４
割
は
ス
ポ
ー

ツ
関
連
で
す
。
ア
ス
リ
ー
ト
の
突
然
死
の

発
生
率
は
性
別
、
年
齢
、
ス
ポ
ー
ツ
の
種

類
に
よ
り
大
き
く
異
な
り
、
性
別
で
は
男

性
ア
ス
リ
ー
ト
は
女
性
の
５
〜
６
倍
リ
ス

ク
が
高
く
、
年
齢
で
は
35
歳
以
上
で
心
臓

突
然
死
の
発
生
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
の
種
類
で
は
、
持
久
系
ス
ポ
ー
ツ

（
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
）
や
瞬
発
力
を
要
す
る
コ

ン
タ
ク
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
（
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
）
で
リ
ス
ク
が
高

く
な
り
ま
す
。
ま
た
若
年
者
は
胸
の
骨
や

筋
肉
が
大
人
よ
り
柔
ら
か
い
た
め
、
ボ
ー

ル
や
相
手
の
体
が
胸
に
強
く
当
た
る
こ
と

で
心
臓
が
突
然
止
ま
る
心
臓
震
盪
（
し
ん

と
う
）
が
起
こ
り
や
す
く
、
野
球
や
空
手
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
で
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
で
は
健
康
な
人

や
若
年
者
で
あ
っ
て
も
心
臓
突
然
死
の
リ

ス
ク
は
安
静
時
の
17
倍
高
い
と
の
報
告
が

あ
り
（
米
国
）、
原
因
の
多
く
を
占
め
る

心
室
細
動
を
止
め
る
に
は
自
動
体
外
式
除

細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ

ク
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

心
停
止
が
起
こ
っ
て
も
３
分
以
内
に
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
え
ば
約
７
割
の
人
の
命

を
救
う
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
１
分
遅
れ

る
毎
に
救
命
率
は
１
割
ず
つ
低
下
し
て
し

ま
い
、
10
分
を
過
ぎ
る
と
救
命
は
困
難
と

な
り
ま
す
。
東
京
マ
ラ
ソ
ン
で
は
過
去
16

回
（
２
０
０
７

－

２
０
２
３
年
）
の
開
催

で
16
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
心
停
止
し
ま
し
た

が
、
す
べ
て
救
命
さ
れ
ま
し
た
（
救
命
率

１
０
０
％
）。
こ
の
結
果
は
主
催
者
の
周

到
な
準
備
や
救
護
ス
タ
ッ
フ
・
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
迅
速
な
処
置
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
世
界
の
マ
ラ
ソ
ン
界
か
ら
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

3 

心
肺
蘇
生
と
A
E
D

２
０
１
１
年
９
月
、
さ
い
た
ま
市
の
小

学
５
年
生
だ
っ
た
明
日
香
さ
ん
が
駅
伝
の

練
習
中
に
突
然
倒
れ
て
死
亡
す
る
と
い
う

大
変
悲
し
い
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校

に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
教
員

た
ち
も
心
肺
蘇
生
講
習
会
を
受
け
て
い
た

の
で
す
が
、
心
停
止
と
は
判
断
で
き
ず
心

肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク

が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
さ
い
た
ま

市
は
こ
の
経
験
に
基
づ
き
心
臓
突
然
死
を

防
ぐ
た
め
の
緊
急
時
対
応
を
徹
底
的
に
見

直
し
、「
判
断
に
迷
っ
た
場
合
に
は
す
ぐ

に
胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
」
こ

と
に
し
ま
し
た
（
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
モ
デ
ル
）。

突
然
の
心
停
止
を
救
命
す
る
に
は
、
救

急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
（
バ
イ
ス
タ
ン

ダ
ー
）
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
と
１
次
救

命
処
置
（
胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
）
が

何
よ
り
必
要
で
す
。
胸
骨
圧
迫
す
る
と
救

命
率
は
約
２
倍
と
な
り
、
さ
ら
に
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
す
れ
ば
約
半
数
の
人
を
救
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
救
急
隊
が
到

着
す
る
ま
で

の
バ
イ
ス
タ

ン
ダ
ー
に
よ

る
救
急
処

置
が
、
心
停

止
の
救
命
率

や
社
会
復

帰
率
を
大

き
く
向
上
さ

せ
る
の
で
す

が
、
日
本
で

は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

普
及
率
は

高
い
も
の
の

一
般
市
民
に

よ
る
そ
の
使

用
率
は
低

く
、
学
校
や

職
場
な
ど
で

の
心
肺
蘇
生

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
啓

発
が
大
変

重
要
で
す
。

「
心
停
止
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と

き
こ
そ
、
完
璧
で
な
く
て
も
い
い
の
で
胸

骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
を
ぜ
ひ
実
行
し
て

下
さ
い
。
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健
康
の
お
話

沼
尾 

利
郎

心
臓
突
然
死

沼
尾
　利
郎

　
　ぬ
ま
お 

と
し
お

日
光
市
生
ま
れ
。
宇
都

宮
高
校
、
獨
協
医
大
卒

業
後
、
米
国
留
学
を
経

て
塩
谷
総
合
病
院
副
院
長
、
国
立
病
院
機
構
宇
都
宮

病
院
院
長
を
歴
任
。
現
在
は
同
病
院
名
誉
院
長
と
し

て
宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
で
診
療
。
専

門
は
呼
吸
器
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
な
ど
。

日本AED財団

日本AED財団

1 「
突
然
」
に
備
え
る

い
ま
目
の
前
で
い
き
な
り
人
が
倒
れ
た

ら
、
皆
さ
ん
は
ど
う
し
ま
す
か
？
　
日
本

で
は
１
年
間
で
８
万
人
以
上
が
心
臓
突
然

死
（
心
臓
が
原
因
で
突
然
心
停
止
す
る
）

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
（
日
本
Ａ
Ｅ
Ｄ
財

団
）。「
突
然
死
」
と
は
症
状
が
出
て
か
ら

24
時
間
以
内
に
亡
く
な
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
心
疾
患
に
起
因
し
た
心
臓
突
然

死
は
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

心
臓
突
然
死
の
主
な
原
因
は
心
筋
梗
塞
や

狭
心
症
な
ど
の
冠
動
脈
疾
患
で
す
が
、
40

歳
以
下
で
は
遺
伝
性
不
整
脈
や
心
筋
症
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
直
接
死
因
で

あ
る
重
篤
な
不
整
脈
の
80
％
は
心
室
細
動

に
よ
る
も
の
で
す
。
地
震
や
集
中
豪
雨
な

ど
近
年
増
加
し
て
い
る
自
然
災
害
に
備
え

る
こ
と
は
現
代
日
本
人
の
マ
ス
ト
で
す
が
、

周
囲
の
人
の
急
変
を
想
定
し
て
準
備
し
て

お
く
こ
と
も
、
現
代
の
私
た
ち
に
は
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

2 

ス
ポ
ー
ツ
と
心
臓
突
然
死

「
心
臓
病
＝
高
齢
者
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ス
ポ
ー

ツ
関
連
の
突
然
死
は
若
年
者
に
も
多
く
、

18
歳
以
下
の
突
然
死
の
約
４
割
は
ス
ポ
ー

ツ
関
連
で
す
。
ア
ス
リ
ー
ト
の
突
然
死
の

発
生
率
は
性
別
、
年
齢
、
ス
ポ
ー
ツ
の
種

類
に
よ
り
大
き
く
異
な
り
、
性
別
で
は
男

性
ア
ス
リ
ー
ト
は
女
性
の
５
〜
６
倍
リ
ス

ク
が
高
く
、
年
齢
で
は
35
歳
以
上
で
心
臓

突
然
死
の
発
生
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
の
種
類
で
は
、
持
久
系
ス
ポ
ー
ツ

（
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
）
や
瞬
発
力
を
要
す
る
コ

ン
タ
ク
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
（
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
）
で
リ
ス
ク
が
高

く
な
り
ま
す
。
ま
た
若
年
者
は
胸
の
骨
や

筋
肉
が
大
人
よ
り
柔
ら
か
い
た
め
、
ボ
ー

ル
や
相
手
の
体
が
胸
に
強
く
当
た
る
こ
と

で
心
臓
が
突
然
止
ま
る
心
臓
震
盪
（
し
ん

と
う
）
が
起
こ
り
や
す
く
、
野
球
や
空
手
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
で
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
で
は
健
康
な
人

や
若
年
者
で
あ
っ
て
も
心
臓
突
然
死
の
リ

ス
ク
は
安
静
時
の
17
倍
高
い
と
の
報
告
が

あ
り
（
米
国
）、
原
因
の
多
く
を
占
め
る

心
室
細
動
を
止
め
る
に
は
自
動
体
外
式
除

細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ

ク
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

心
停
止
が
起
こ
っ
て
も
３
分
以
内
に
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
え
ば
約
７
割
の
人
の
命

を
救
う
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
１
分
遅
れ

る
毎
に
救
命
率
は
１
割
ず
つ
低
下
し
て
し

ま
い
、
10
分
を
過
ぎ
る
と
救
命
は
困
難
と

な
り
ま
す
。
東
京
マ
ラ
ソ
ン
で
は
過
去
16

回
（
２
０
０
７

－

２
０
２
３
年
）
の
開
催

で
16
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
心
停
止
し
ま
し
た

が
、
す
べ
て
救
命
さ
れ
ま
し
た
（
救
命
率

１
０
０
％
）。
こ
の
結
果
は
主
催
者
の
周

到
な
準
備
や
救
護
ス
タ
ッ
フ
・
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
迅
速
な
処
置
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
世
界
の
マ
ラ
ソ
ン
界
か
ら
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

3 

心
肺
蘇
生
と
A
E
D

２
０
１
１
年
９
月
、
さ
い
た
ま
市
の
小

学
５
年
生
だ
っ
た
明
日
香
さ
ん
が
駅
伝
の

練
習
中
に
突
然
倒
れ
て
死
亡
す
る
と
い
う

大
変
悲
し
い
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校

に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
教
員

た
ち
も
心
肺
蘇
生
講
習
会
を
受
け
て
い
た

の
で
す
が
、
心
停
止
と
は
判
断
で
き
ず
心

肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク

が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
さ
い
た
ま

市
は
こ
の
経
験
に
基
づ
き
心
臓
突
然
死
を

防
ぐ
た
め
の
緊
急
時
対
応
を
徹
底
的
に
見

直
し
、「
判
断
に
迷
っ
た
場
合
に
は
す
ぐ

に
胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
」
こ

と
に
し
ま
し
た
（
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
モ
デ
ル
）。

突
然
の
心
停
止
を
救
命
す
る
に
は
、
救

急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
（
バ
イ
ス
タ
ン

ダ
ー
）
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
と
１
次
救

命
処
置
（
胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
）
が

何
よ
り
必
要
で
す
。
胸
骨
圧
迫
す
る
と
救

命
率
は
約
２
倍
と
な
り
、
さ
ら
に
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
す
れ
ば
約
半
数
の
人
を
救
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
救
急
隊
が
到

着
す
る
ま
で

の
バ
イ
ス
タ

ン
ダ
ー
に
よ

る
救
急
処

置
が
、
心
停

止
の
救
命
率

や
社
会
復

帰
率
を
大

き
く
向
上
さ

せ
る
の
で
す

が
、
日
本
で

は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

普
及
率
は

高
い
も
の
の

一
般
市
民
に

よ
る
そ
の
使

用
率
は
低

く
、
学
校
や

職
場
な
ど
で

の
心
肺
蘇
生

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
啓

発
が
大
変

重
要
で
す
。

「
心
停
止
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と

き
こ
そ
、
完
璧
で
な
く
て
も
い
い
の
で
胸

骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
を
ぜ
ひ
実
行
し
て

下
さ
い
。

MIYABITO 15



会
員
の
声

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
に
学
ぶ

　
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

発
行
／
公
益
社
団
法
人
宇
都
宮
法
人
会
　
宇
都
宮
市
鶴
田
2
-2
1
-14
　
T
E
L
0
2
8
-6
4
8
-9
4
6
6
　
h
ttp
://w

w
w
.u
tsu
h
o
u
.o
r.jp
　
発
行
人
／
黒
本
淳
之
介
　
広
報
委
員
長
／
轟
 久
敬
　
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
／
藤
﨑
印
刷
㈱

い
よ
い
よ
来
る
６
月
、
北
中
米

三
ヶ
国
共
催
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
が
開

幕
し
ま
す
。
前
回
大
会
で
日
本
代
表

が
見
せ
て
く
れ
た「
新
し
い
景
色
」は
、

選
手
個
々
の
力
だ
け
で
な
く
、
役
割

の
徹
底
と
信
頼
関
係
が
生
ん
だ
成

果
だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て

今
回
は
、
さ
ら
に
上
の
「
最
高
の
景

色
」
を
目
指
し
て
戦
い
ま
す
。
目
標

が
高
い
ほ
ど
、
チ
ー
ム
づ
く
り
の
質

が
問
わ
れ
ま
す
。

現
代
サ
ッ
カ
ー
は
、
全
員
が
走
り
、

声
を
掛
け
合
い
、
状
況
に
応
じ
て
修

正
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ス
タ
ー
選

手
が
一
人
い
る
だ
け
で
は
勝
て
ま
せ

ん
。
攻
守
の
切
り
替
え
一
つ
取
っ
て

も
、
合
図
が
遅
れ
れ
ば
一
瞬
で
失
点

に
つ
な
が
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
普
段

か
ら
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
迷

い
な
く
連
動
で
き
る
集
団
が
強
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。
勝
っ
た
試
合
ほ
ど

振
り
返
り
、
次
の
一
手
を
磨
く
姿
勢

が
差
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
私
た
ち
電
気
設
備
業
界

に
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
り
ま
す
。

工
事
の
品
質
と
安
全
は
、
段
取
り
と

連
携
で
決
ま
り
ま
す
。
着
工
前
の
現

調
、
図
面
の
最
新
版
共
有
、
停
電
・

復
電
手
順
の
確
認
、
危
険
箇
所
の
洗

い
出
し
。
危
険
予
知
と
指
差
呼
称
、

保
護
具
の
徹
底
。
さ
ら
に
元
請
・
協

力
会
社
・
現
場
・
事
務
が
同
じ
情
報

を
見
て
動
け
る
よ
う
、
写
真
や
是
正

内
容
を
当
日
中
に
共
有
し
、
変
更
点

は
一
枚
に
ま
と
め
る
。
こ
う
し
た
小

さ
な
約
束
事
が
、
手
戻
り
を
減
ら
し

事
故
を
防
ぎ
ま
す
。

チ
ー
ム
づ
く
り
は
、
結
局
の
と
こ

ろ
日
々
の
小
さ
な
積
み
重
ね
だ
と
感

じ
ま
す
。
良
か
っ
た
点
は
言
葉
に
し

て
称
え
、
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
点
は
責
め

ず
に
仕
組
み
に
落
と
し
込
む
。
ベ
テ

ラ
ン
の
勘
所
は
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

し
て
若
手
へ
渡
す
。
誰
か
の
「
で
き

る
」
に
頼
ら
ず
、
誰
で
も
同
じ
品
質

を
出
せ
る
形
に
整
え
る
こ
と
が
、
現

場
を
強
く
し
ま
す
。
最
後
は
リ
ー

ダ
ー
が
「
安
全
と
品
質
を
最
優
先
に

す
る
」
と
腹
を
決
め
、
判
断
基
準
を

ぶ
ら
さ
な
い
こ
と
。
迷
い
が
減
り
、

動
き
が
揃
い
ま
す
。

Ｗ
杯
の
熱
気
に
背
中
を
押
さ
れ
な

が
ら
、
私
た
ち
も
日
々
の
現
場
で

チ
ー
ム
力
を
磨
い
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
仲
間
や
協
力
会
社
の
皆
さ

ま
と
声
を
掛
け
合
い
、
段
取
り
と
安

全
を
積
み
重
ね
る
。
そ
の
積
み
重
ね

が
、
仕
事
で
の
「
最
高
の
景
色
」
に

つ
な
が
る
は
ず
で
す
。
観
戦
で
生
活

リ
ズ
ム
が
崩
れ
が
ち
な
時
期
こ
そ
、

体
調
管
理
と
安
全
第
一
を
徹
底
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

河
内
支
部 

副
支
部
長 

間
島
良
二
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